
―先生は、本学に来るまでは国鉄、い

まのJRの研究所に勤めておられました

ね。そこでどのような仕事をなされて

いたのですか。

小笠原：1974年に大学を卒業してすぐ
に国鉄に入社しました。小樽に来るま
で、都合、21年間勤務したことになり
ます。鉄道には安全に関わる仕事をし
ている人がたくさんいますね。法律で
心理適性検査の実施が義務づけられて
いるので、その検査の開発だとか管理
だとかそういうことをやっていました
ね。

―私はクレペリン検査※を受けたこと

があるのですが……。

小笠原：クレペリン検査のデータ解析
と判定法の開発もやってきました。当
初、国鉄には職員が40万人ほどいまし
た。その多くが検査の対象者でした。
実際に実施するのは、当時の各鉄道管
理局にいる検査担当の人ですが、その
元締めのような仕事をしていました。
検査は段階性になっていて成績が悪い
人は、最後は研究所の研究員が１対１
で個人検査をみっちりやるんですよ。
私もやりました。

― それから途中でシカゴ大学へ留学さ

れていますね。

小笠原：25年くらい前になります。１
年だけでしたけれどもね。今でもずい
ぶん利用している論文なんかがそのと
きちょうど出始めた頃でしたね。適性
検査データに統計モデルを設定して解
析するという、そういうものなのです
が、先生が最新の成果を授業で使って、
今は理解できるのですが、最初の頃は
なかなかどれが最新か分からないので
すよ。だいぶたってから気がつきまし
た。ずいぶん情報提供というものを考
えていたんだなと。
―帰国後はどうされましたか。

小笠原：メインの検査としてのクレペ

リン検査の他に、もう１つ私が携わっ
たのは、成人用知能検査です。全員で
はないですが、運転士とか車掌だとか、
安全に関わる仕事をしている人がいま
すね。その人の注意力によって、旅客
の命がかかっているわけです。一定水
準以上の認知的機能があることを確か
める必要があって、成人用知能検査を
実施していました。その開発の仕事が
量としては多かったですね。
―その知能検査に、先生が現在研究さ

れている行動計量学が関係して来るわ

けですね。

小笠原：計量心理学の方法として因子
分析があります。たとえば、記憶や計
算問題の成績などたくさんの能力の指
標がありますね。そこから基本的な目
に見えない変数を統計的に取り出す、
そういう方法のことを因子分析といい
ます。それは、知能の研究の中から開
発されたのです。検査が何を計ってい
るか分からないと使い物にならないで
すからね。このような解析方法を私な
りに改善しているうちに統計的方法そ
のものに興味を持つようになってきた
わけです。まあ、ミイラ取りがミイラ
になったような感じですね。たまたま、
統計の分野の教員を募集していたとい
う縁で、本学に採用していただいたわ
けです。
―本学での教員生活は1995年からです

よね。その間、欧米の代表的な学術雑

誌に論文を書かれていますね。

小笠原：運が良かったと思うのです
が、これらの論文は、半分以上は因子
分析に関係しています。現在は、ほと
んど心理学と関係なくなったのです
が、その分野で成果を使っていただけ
るかも知れないということで、計量心
理学関係の雑誌に投稿するという具合
です。そこで断られそうになると統計
の雑誌に鞍替えしたりしますね。
―学生になにかアドバイスがあったら

お願いします。

小笠原：さきに因子分析について話し
ましたね。それによっても人間の知的
機能の多様性が分かります。相互に関
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「10年辛抱すれば、
ほとんどの人は専門家に
なれる」は本当だと思う
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応用統計、計画科学〉

おがさわら はる ひこ

※クレペリン検査／ドイツの心理学者クレペリン
が考案した、連続した計算作業の結果から性格を
判断する検査。


